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サージ点圧力比の機種別の RMSE，それを低速条件 

( Mu < 1.3 ) と高速条件
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位置，最大翼厚の三つの形状パラメータをもち，NACA5

桁系列はこれらに中心線の形が加わる．ୈ 8 ਤ
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与える報酬として，迎角を変えて揚抗比が上昇すれば
rt = +1，低下すれば
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数 30 回以降では両者の行動価値の差が小さくなり，これ
は収束解近傍に到達したことで，迎角が振動していること
を意味している．

No. 1 ～ 4 それぞれの DQN の性能を評価するために，
エージェントの行動が収束した迎角における揚抗比を，
エージェントの探索範囲内の揚抗比の最適値で割った値を
算出した．この値の翼形状 20 個の平均値をୈ 13 ਤに示
す．縦軸の性能値は大きいほど DQN の性能が高いこと
を表す．No. 2 は検証時に NACA 5 桁系列を使用してい
るが，Re は変化させていないので No. 1 と同程度の性能
であることが確認できる．それに対し，検証時に Re を変
化させた No. 3 は No. 1 と No. 2 と比較して性能値が
17  ポイント程度低い．これは Re が異なるため検証で得
られる圧力コンターに学習時にはなかった傾向が表れたた
めと考えられ，流れ場が変わると適切に最適化できないこ

とを示している．ୈ 10 ਤ - ( b ) に No. 3 のある翼形状に
おける検証の初期解から収束解への推移を，ୈ 11

ਤ - ( b ) にୈ 10 ਤ - ( b ) の初期解と収束解の圧力コンと第 10 ਤ 第 11 ਤ - ( b ) 伵
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